
中級教科書 の語彙 ・文型

川 口 義 一

L中 級教科書各種の語彙 ・文型調査

1-1調 査の目的と対象

本稿は,筆 者が行った,目 本語中級教科書各種の語彙 ・文型調査の結果

の一部を紹介し・調査で採取した用例に基づいて・中級教科書の語葉 ・文

型堤出上の問題点を指摘するものである。

この調査は,早 稲 田大学語学教育研究所のr外 国学生用 日本語教科書中

級」の改訂版作成 の参考 とす るため,お よび 同研究所 の目本語教育研究

会において,中 級レベルの教授法を検討する際の資料に供するために行っ

たものである。中級段階の指導法や教材作成について考えるときに,常 に

問題になるのが,ど のような語彙や文型をどのように組み合わせ,ど のよ

うに提出し練習させていくべきか,と い うことである。学習 されるべき項

目について一般的にほぽ一致をみて いる初級教材 と違 い,中 級教材では

「何が教えられるべきか」について統一 された 見解が生まれていないのが

現状である。そこで,「何が教えられるべきか」を考察する前に,「何が教

えられているか`の 実態を調べてみて,中 級の学習項 目研究の目安にしよ

うというのが今回の調査の動機である。

調査の対象 とした教科書は,次 の6種 類である。

○東京外国譜大学付属 日本語学校 ・「目本語II」 ・19791sted.(以 下

TGと 略す)

○早稲田大学語学教育研究所 ・r目本語読本 中級」・19791sted・

(WKと 略す)
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○ 東 海 大 学 留 学生 教 育 セ ンタ ー ・「目本 語 中 級1」 ・19791sted・(TK

と略 す)

○ ラ ン ゲー ジ=サ ー ビ ス ・"lntensiveCour鴨InJapanese"・198()

1sted.(ICJと 略 す)

○ ア メ リヵ ・カ ナ ダ十 一 大学 連 合 日本 研 究 セ ン タ ー ・"Integratde

SpokenJapanese"・19792nded・ 〈19761sted・ 〉(IS∫ と田各す)

○ アメ リカ国 務省 日本 語 研 修 所 ・「中級 日本 語」・〈発 行 年 不 明 〉(FSI

と略 す)

この うち,TG・WK・TKは 本 文 の大 半 が 他 の文 献 か らの引 用 で 構 成

され て い るの に対 しJCJ・ISJ・FSIは 本 文 が書 き お ろ しの もの で あ る 。

課 の数 は,TG;22課,WK=28課,TK:蔦 課,夏CJ=15課,ISJ;12課,

FSI:12課 で あ る。

なお,TGは 改 訂 版 を作 成 中で あ るが,本 調 査 の対 象 は 旧版 の本文 で あ

る。 こ のた め,本 稿 で はTGの 調 査 結 果 を扱 わ な い こ とにす る。

1-2調 査 の方 法

次 に調 査 の方 法 で ある が,各 教 科 書 の本 文(ICJで は 各課 の会 話 を,ISJ

で は 参 考 例文 ・応 用 会 話 を,FSIで は ドリル を含 む〉か ら中級 の 語彙 ・文

型 として ふ さわ しい もの に 印 をつ け,そ れ を カー ドに取 る とい う方 法 で あ

る 。取 るべ き語 彙 ・文 型 は一 定 の 意 味 的 ・文 法 的 特 徴 に従 って あ らか じ め

分 類 基準 を作 って お き,そ の分 類 別 に異 な る印 が 付 け られ る よ うに して お

く。本 調 査 の た め の分 類 基 準 とそ れ に対 応 す る具 体 的 な語 や 句 の例・ お よ

び 分 類 を示 す 印 の 関係 を表 す と,次 の よ うにな る。

O① 文 末表 現1呼 応 表 現:イ カ ニ ～ カ ・カ モ シ レナ イ ・

ザノレヲ エ ナ イ 。タ ラ ド ウ カ 。

パ ー ホ ド ・ワケハ ナイ

○ ② 慣 用 表 現 二 顔 ヲ ス ル ・感 ジ ガ ス ル ・気 ガ

スル ・結 果 ヲ マ ネ ク ・実 感 ガ
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ワ ク

○ ⑭ 句 問 接 続 詞:ウ チ ニ ・ガ ・カ ラ ・ケ ド ・シ ・

タ ラ ・ デ モ ・ 卜 ・ リャ(=レ

バ)

○ △ 文 聞 接 続 詞:ア ル イ/・ ・ガ ・ シ カ シ 』 ソ シ

テ ・ ソ レ ダ ケ デ ナ ク ・ジ ャ ・

ト コ ロ ガ ・ハ ジ メ ニ ・ヨ ウ ス

ノレニ

○ 一十 動 詞=テ ÷動 詞:ナ ッテ キ タ ・デ テ イ キ ・サ シ

ム ケ テ キ タ ・オ コ シ(サ ニ)シ

テ イ/レ

○'、 動 詞;マ ス+動 詞;ム ツ ミア ウ ・ウツ シ ダ ス ・サ

シ ム ケ テ キ タ ・フ ミ ツブ シ テ

イ ル

OO副 詞 ・副 詞 的 成 分:ア エ テ ・イ ツノ マ ニ カ ・ウ ッ

カ リ ・オ オ イ ニ ・カ ツ テ ・ズ

ッ ト ・チ ョ ッ ト ・ド ウ ゾ ・ム

シ ロ

○ × 副 助 詞 ・終 助 詞1イ ・カ ・]ソ ・サ ニ ・ダ ワ 璽

ッケ ・ナ ・ヨネ ・ヨネ ニ

○ 一 一 待 遇 表 現=オ ～ ニ ナ ル ・オ ～ ネ 分 ウ ・デ

ゴザ イ(マ シ ョ ウ)・ テ マ イ リ

(マ シ タ〉・ナ サ イ

したが って,例 え ば 「く りか え して い る うち に」 と い う用 例 は,「 く9か

え し」 ま で が'、,「 く りか え して い る」 まで が十,「 うち に」

が⑭ 一 一一一とい う印 をつ け られ,そ れ ぞれ の 印 の池 の カ ー ドと とも に集 め

られ る とい う ぐあ いで あ る。
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2.調 査の結果

2-1用 例の数

前節で述べたような手順 に従って採取 したカー ドを整理 してみると,次

のような結果を得ることができる。

まず,前 記の各分類基準のもとに集められた語や 句の用例 の異なり数

は,次 のようになる。

○文末表現1呼 応表現:126例

O慣 用表現=51例

○句間接続詞=21例

○文間接続詞:40例

O動 詞=テ ÷動詞:50例

○動詞=マ ス+動 詞=7千 例

O副 詞r副 詞的成分:616例

○副助詞 ・終助詞:35例

○待遇表現=210例

2-2用 例 の分 布

前 述 の語 旬 は,調 査 対 象 とな った6種 の教 科 書 に平 均 して 分 布 して い る

わ け で は な く,教 科 書 に よ って分 布 に偏 りが あ る こ とが分 か る。 例 え ば,

副 助 詞 ・終 助 詞 の種 類 は,TK・FSIに は非 常 に少 な く,WK・ICJ・IS∫

は対 照 的 に非 常 に多 い。TKは 「か」 「や ら」 な どを除 い て 終 助 詞 が ほ と

ん どな い。 一 方,ISJは,WK・ICJに 比 べ て も副 助 詞 ・終 助 詞 の種 類 が

多 く,文 中 に使 用 され て い る頻 度 も高 い。ISJほ 全 体 に語 彙 ・文 型 の種 類

が多 く・ 前 述 の用 倒 数 の うちかな りの比 率 を・ISJで 占 めて い 弓g本 論 で

は頁 数 の余 裕 が な い ので,用 例 の 分 布 につ いて は別 稿 に譲 りた い 、
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3.用 例 に見 る語 彙 ・文 型 提 出上 の問 題 点

3-1助 詞 の問 題 点

ここ か ら調 査対 象 の 教 科 書 の用 例 か ら見 た,中 級 レベ ル の語 彙 ・文 型 提

出 上 の問 題 点 につ い て,い くつ か の 項 目 に限 って指 摘 して み た い。 取 り扱

う項 目は,助 詞,待 遇 表 現,お よび 筆 者 が 「く文 章型 〉 の構 成 要 素 」 と名

付 けた接 続 詞 や 副 詞 で あ る。 こ こで 取 り扱 う用 例 は,す べ て本 論 の あ とに

挙 げて お くので 参 照 され たい 。

まず,助 詞 の問 題 点 で あ るが,初 級 レベ ル の教 材 で は扱 われ る こ との少

な い副 助 詞 の 「こそ 」 と 「さ え」 を取 り上 げて 論 ず るこ と とす る。

「こ そ」 は
,調 査 対 象 の教 科書 の用 例 として12例 見 出 だ せ る。 しか し,

用 例 の 分布 が偏 っ て お り,ISJに6例,WKに5例 ある他 は,TKに1例

を数 え る の みで あ る。 そ して また,こ の13例 の用 法 に も偏 りが 見 られ る。

国 語辞 書 に よれ ば,「 こそ」 の用 法 に は基 本 的 に次 の四 つ が あ る。

① 取 りた て強 調:今 で こそ 言 え るが ・自分 で や って こ そ は じめ て 分

か る

② 十 分 な理 由 の提 示=君 の事 を 思 えば こそ こ う や って 注 意 して い る

の だ

③ 容 認 一 扮 除;感 謝 こそ す れ,怒 る こ とは な か ろ う

④ 否 定=押 して も引 い て も動 か ぱ こそ ・情 け容 赦 も有 らぱ こそ

調 査 した用 例 の うち,10例 が ① の,2例 が ② の用 例 で あ る。 しか も,

② の用 法 の2例 は と も にWKの 用 例 で あ る。用 法 ③ ・④ は,文 体 的 ・

文 法 的 な 配慮 が必 要 な用 法 で あ り,中 級 レベ ル の学 習 項 目 と して は 少 し高

度 に過 ぎ るか も しれ な い、 しか し,用 法 ① ・② は,「 こそ」 の基 本 的 な

用 法 で あ るか ら,初 級 で未 習 得 の ば あ い は 中級 で 学 習 させ る 必 要 が あ る。

「こそ」 の用 例 の採 取 で きな か った教 科 書 で は ,ど こか で この助 詞 を 導 入

す る工 夫 を しな け れ ば な らな い で あ ろ う。 ま た,ISJ・TKは 用 法 ② の

用 例 がな い の が惜 しま れ る。 疵 習 の文 型 を組 合 わせ た よ り複 雑 な構 造 の文

を理 解 し,作 りだ す こ とが 中級 の 目標 で あ る とす れ ば,用 法 ② の ほ うが
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そ の 目標 に沿 った応 用 練 習 が で き る か らで あ る。

「さえ」 は
,28例 あ 勢,5種 の教 科 書 す べ て に 分 布 し て い る。 し か しp

や は り用 法 の 分布 に偏 りが見 られ る。 「さ え」 の用 法 には,次 の 三 つ が あ

る。

① 例 示 一"後 は 誰 して知 るべ し"=子 供 に さ え分 か る ・名前 さえ 書 け

な い

② 充 足 の 条 件=練 習 し さえす れ ば上 手 に な る よ ・金 さえ あ れ ば 何 だ

って で き る

③ 添 加=雨 が降 って きた だ け で は な く,雷 さえ 鳴 りだ した

用 例 中,目用 法 ④ の もの が最 も多 く19例,続 い て用 法 ② が6例,用 法

⑥ が3例 で あ る。 用 法 ② の用 例 はISJに3例,FDIに2例,ICJに1

例 で あ る。 また,用 法 ③ はIS∫ に2例,WKに1例 で あ る。 した が っ

て,用 法 ① ～③ をす ぺ て カバ ー し て い る の はIS工 だ けで あ る。 前 述 の

中級 レベ ル の学 習 の 目標 か ら言 えば ・ 仮 定 条 件 節 を構成 す るrば 」 や 「た

ら」 と とも に 使 われ る 用 法 ② が も っ とい ろ い ろ な 文脈(例 え ば 「～ さ

え ～ た ら～ の に」 の よ うな〉に 出 て き て もよ さそ うな とこ ろで あ る。

以 上述 べ た よ うに,調 査 の結呆 に よ って,中 級 教 科書 各種 の助 詞 の叛 い

に は,用 例 の 分布 とそ の各 用 例 が示 す用 法 の分 布 に偏 りが あ る こ と,特 に

中級 レベ ル の 読解 ・作 文 の練 習 に応 用 で きそ うな用 法 に対 す る配 慮 が欠 け

て い る こ と等 が 明 か とな っ た。各 教 科 書 が そ の足 ら ざる と こ ろ を 補 うに

は,練 習 問題 集 や 例 文 集 の よ うな 付属 教材 を開発 す る必 要 が あ ろ う。

3-2待 遇表現の問題点

初級 レベルでの導入が不十分なため,中 級で更に詳細な解説 ・練習が必

要な学習項 目として待遇表現が挙げられる。特に,形 態 としては謙譲語 と

同じだが,話 し手の行為を表さず丁寧語化 して使われる,い わゆる 「丁重

語」は・初級で取 勢上げられることが少ないので・中級の必修項 目とすべ

きである。ここでは,代 表的な丁重語である 「もうします」「いたします」
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「ま い 勢ます 」 「お ります 」 にっ い て
,調 査 の 結 果 を見 て み よ う。 これ らの

丁 重 表現 の典 型 的 な用 法 の例 を次 に挙 げ てお く。

○ あ の 山 は 「帽 子 山」 と申 します 。

○ お か し な 匂 い が い た しま す 。、!これ 以 上 被 害 が 出 る と い た しま す と

○ ご 注 文 の お食 事 が ま い りま した。ノ夜 も更 け て ま い りま した 。

O上 野動 物 園 に は コ ア ラ はお 堕ませ ん。!都 市 部 の 人 口が 増 加 して お り

重 。

調査 対 象 の教 科 書 で 丁 重 表 現 の用 例 が見 っ か る も のは,WK・TK4SJ・

FSIの 四 つ で あ る。 こ の うち,TKは そ の 第4課 が 待 遇 表現 の分 類 を テ ー

マ に した もの で あ 弥 丁 重 語(TKで は 「丁 寧 語 」)に つ い て も包 括 的 に

扱 わ れ て い る 。他 の3種 の教 科 書 に お け る 用 例 の 分 布 は 次 の と お りで あ

る。

WK=「 ま い りま す」1例,「 お ります 」2例

ISJ=「 ま い りま す」2例}「 お ります 」2例

FSI=「 お りま,『」1例

まず,全 体 的 に用 例 数 が少 な い こ とが分 か る.WKの 本 文 は ほ とん どが目

引用 され た もので あ る か ら,適 当 な丁 重 表 現 を含 む 文 章 を探 し出 して く る

の は実 際 に は 困難 か も しれ な い。 一 方,ISJ・FSIの 本 文 は書 き下 ろ しで

あ るか ら,編 集 者 の裁 量 で も っ と多 くの丁 重 語 が 導 入 で きた はず で あ る。

どち らの教 科 書 に して も・ 丁 重 語 を学 習 項 目 と して積 極 的 に認 識 して い る

とい う編 集 方 針 が見 えて こ ない とこ ろ に,用 例 数 の 多寡 以 外 の問 題 ぶ あ り

そ うで あ る。

待遇 表 現 の用 例 と しで は,こ の他 に も 「な さ って い らっ しゃ い ます 」 の

よ うな二 重 尊 敬 語,「 申 して お りま す」 の よ うな二 重 謙 譲 語,「 お られ る」

の よ うな特 殊 な尊 敬 語 の例 が あ る が,用 例 数 が 少 な く分 布 が 偏 って い る。

特 に一 課 を設 け て解 説 して あ るTKを 除 い て 考 え て み る と,丁 重 語 を含

む 待遇 表 現 の全 体 が,中 級 教 科 書 の 中 に体 系 的 に 導 入 され て い る とは思 え
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ない状況である。教科書に登揚 しない待遇表現は,副 教材を用意するなど

して別途導入 しなけれぱな らないであろう。

3-3「 文 章 型 」 の構 成 要素

筆者 が こ こで 「文 章型 」 とい うの は,一 定 の論 理 のパ タ ー ン を示 す 形 式

の集 合 した もの で あ る。 た とえ ば,次 の文 章 の下 線 の部 分 が一 つ の 「文 章

型 」 を構 成 す る と考 え る 。

「喫 煙 は公 害 だ と思 う。 とい うの は,周 りに た ぱ こ を 吸 って い る人 が

い る と,た ば この煙 や た ば こ の匂 い を含 ん だ空 気 が,好 む と好 ま ざ る と

に か か わ らず,自 分 の鼻 や 喉 に入 って くるか らで あ る。 そ こで,人 び多

く集 ま る公共 施 設 に は必 ず 喫 煙 所 を設 け る必 要 が あ る ので は ない だ ろ う

か 。」

これ はコ 〈問題 提 起 の意 見 → そ の根 拠 の 提 示 → 問 題 解 決 へ の提 案>と

い う論 理 を示 す 「文 章 型 」 で あ る。 この よ うに 「文 章 型 」 は,接 続 詞 ・副

詞 ・助 動 詞 な どが一 定 の順 序 で並 ん で い て7そ れ に よ っ て一 つ の思 想 で 統

一 され た一 続 き の文 章 を形 作 る もの で あ る
。 中 ・上 級 の教 科 書 で は,こ の

よ うな 「文 章 型 」 が多 く抽 出 で きる よ うな文 章 が載 せ られ て い る こ とが 望

ま しい こ とは言 うま で もな い だ ろ う。

調 査 結 果 の 中か ら,「 文 章 型 」 を 構 成 す る 要 素 で あ る 「もち ろ ん」 と

「た しか に」 の用 例 を 見 て み よ う
。 どち ら も 〈もち ろん/た しか に ～。 し

か し/だ か ら とい って/た だ 削 〉 とい うつ な が りか た で,<反 対 意 見 の正

当性 を一 応 は認 め な が ら・ 結 局 は そ れ に反 論 す る>と い う 「文 章型 」 を構

成 す る が,こ の よ うな 形 式 で 出 て くる 「もち ろ ん」 と 「た しか に」 の用 例

数 は各 教 科 書 で 次 の とお りで ある。 そ の他 の 「も ち ろ ん」 と 「た しか に」

の用 例 は,副 詞 本 来 の 意 味一 ナ な わ ち く当然 デ アル 〉〈間 違 イ ナ タ 〉一 で 使

わ れ,てい るD

WK=「 も ちろ ん」4例,「 た しか に」1例

ICJ=「 も ちろ ん」3例
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FS至=「 もち ろ ん」1例,「 た しか にJ1例

この結 果 に よ る と,TKと1SJに は こ の 「文 章 型 」 が 出 て こ な い とい う

こ とか 分 か る。 引 用 文 の多 いWKに も書 き下 しのICIに も十 分 な 例 が あ

るか ら,TKもISIも そ のつ も9で 編 集 す れ ば,こ の よ うな表 現 の例 が

収 め られ た はず で あ る。 中級 段 階 で は,さ ま ざま な 論理 展 開 の文 章 が ま ん

べ ん な く出 て くる よ うに本 文 を構 成 して お く こ とが・ 学 習者 の 読解 力 や 作

文力 を高 め る の に役 に たつ 。 こ の意 味 で,「 文 章 型 」.の 類 型 の研 究 が 今 後

の中級 レベ ル の 日本 語 教 育 忙お け る重 要 な課 題 の一 つ に な るで あ ろ う、

4.ま とめ

以上,6種 類の 中級 目本語教科書を対象 とした語彙調査 の結果を もと

に,中 級 レベルにおける語彙や 文型の問題点 を指摘 した。紙幅の都合で・

調査全体の結果や本稿で取 り上げた以外の問題点について触れることがで

きず,ま た・公開講座で取 り上げたrの だ」の問題も割愛せざるを得なく

なった。これらについては稿を改めたい。

最後に,調 査 を通じて感 じたことを箇条書きにして,ま とめたい。

O中 級 レベルでは・学習者の学習二一ズによって本文で取 り上げられる

話題が異なっている。例えば,留 学生対象σ)TKで は日本の地理 ・物

理学の解説 ・科学者の随筆など,い わゆる一般教養的なテーマが多いの

に対 し,外 交官対象のFSIで は日本の政治体制 ・経済構造についての

テーマが多い。二のような話題の相違は・本文で扱われる語彙や文型の

種類に大きく影響 している、

○ 本文が書き下 しのものか他の文献からの引用であるかによって,ま た

引用の揚合は,青 少年向けの文章か ら採 ったものか一般成人向けの文章

から採 ったものかによって7護 彙や文型の種類が異なって くる。 また・

書 き下 しのものでも引用のもので も,会 話文力:入っているかどうかで語

彙の構成が相当程度変わってくる。

○ 中級教科書は,本 文の話題や引用 される文献に偏 りが生じるため,初
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級と異なり,教 科書のみで中級 レペルの学習項目とすべき語彙 ・文型 を

すべて提出することは不可能である。教科書の他に例文集 ・会話表現

集 ・文型練習帳 ・特定の諾彙一覧表などを付属教材として準備し,教 科

書 の進 度 とは別 の学 習 プ ログ ラム を作 って お く必 要 が あ りそ うで あ る,

○ 「中級」 と考 え られ て い る レベ ル の語 彙 ・文 型 の 種 類 の.バ ラエ テ ィや

難易が教科書によって著 しく異なっている、学習者の二一ズや学習機関

の性格に従って,中 級 という学習段陛の内容を更に細かい小段階に分け

て 分析 してみ る必 要 が あ りそ うで あ る。
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(用 例一覧 〉

以 下,本 論で取 り一とげた事項 に関す る用例 を挙げて参照 の便 に供 する。用 例

の示 しかた は次 の とお りである。

(1)教 科書 の略号 は,本 論で述べた もの と一致す る。

(2〉 下線 を施 した部分 が分析 の対象であ る。

(3)用 例 のあ との()内 の数字は,そ の用 例の所 在 を表す ものである,

一()内 の前 の数宇 は頁数,後 の数宇 は行数 である。

一ISJは2巻 か らなるので,頁 数 の散 に課数 も示 した。

一ISJの 行数 の前 にあるU・Kは ,そ れぞれ上段 ・下段 の意 味であ る。

3-1-1「 こそ」 の用法 ① の用例

～VKOふ とん乾燥機 は,こ のよ うな ところにこそ,必 要 なものではない だ

ろ うか。(8・18)

○ 「弱 ったな。 この道 こそ,も うだい じょうぶ だ と思 った の に,こ ん

凝行 き止 ま りになって しまってo」(36・02〉

○ それこそ悪魔 の モッ トーなので ございます。(55・工D)

TKOこ の水蒸気二至,気 体 の状態 になった水 なのです。(33・16-34・1)

ISJO全 体の意志 を生 かすことので きる人送,真 の指 導者 といえ るので

(
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は あ る まい か。(1・24・8)

○ 全 体 の意 志 を生 か す こ との で き る人 こそ,ほ ん と うの指 導 者 と い え

る ん じ ゃな い だ ろ うか。(1・2争11)

○ い い え,本 当 に こち ら こそ。(9・1i争S6)

Oい い え,こ ち ら旦 。(9・154・16)

○ え え,今 年 堂 はぜ ひ行 って み た い と、悪 っ て い ま す。(9・154・18)

○ あ り が と う,あ な た こ そ お元 気 で。(9・154・20)

3-i-2「 こ そ 」目の用 法 ② の用 例

WKorも ち ろん ・ わ か って い る と も。 持 って く る か らこそ ,魔 神 と して

の価 値 が あ る の だ。」(53・ 工7)

O「 あ の年 ご ろ だ か ら二 ま 持 て る 純 粋 さ な の に,そ ん なひ どい 怒 りよ

う を して_.か わ い そ うだ わ_.。 」.(62・墨)

3-1-3「 さ え」 の用 法 ① の 用 例

WKOな に もか も売 っぱ ら って し ま った 。 とっ て お きの 上 着 さえ 売 りは ら

い,一 昨 夜 の 夕食 に な って し ま った 。(15・3)

○ も うわれ われ は・ 足 を床 につ け て た って い る こ と さえ むず か しい の

で あ るo(27,8)

O娘 は・ しだ い に 門 の外 の 青年 か ら 離 れ て い く の を 感 じて い た。 い

や,門 の外 とい う もの が,い っ た い存 在 す る か ど うか さ え疑 わ しい

よ うな 気 持 ち に さえ な っ て き た。(46・4)

O娘 はそ の空 虚 さを見 つ め た。 空 虚 さは,見 つ め る こ とさ えで き ない

の だ と,娘 は,蟹っ た。(47・17〉

○ と にか く,日 本 入 で堂 墨 正 し く読 む こ と は 手 に 負 えな い 状 態 で す 。

(4741).

○ 伊藤 博 文 を"い と うひ ろぶ み"と 読 んで さ え こ うい う状 態 で す か

ら・こ れ を"い と うは くぶ ん"な ど と読 ん で しま う と,も う これ は

完 全 に二 人 の歴 史 上 の人 物 と受 け取 りか ね ま せ ん 。(49・1)

TKOそ のっ くる もの と してg人 間 は ・ 今 日で は,ま こ と にす ば ら しい も

の をっ く り出 して ・ と う と う・地 球 の 外 に飛 ぴ 出 す よ うな も の,例

え ば,人 工 衛 星 の よ うな もの 韮 つ く9出 し て し ま っ之 。(91・4)

ICIO自 分 た ち の世 界 以 外 の者 に 対 して は,敵 意 に 似 た 冷 た さ さえ 持 っ の

であ る。(404・95).

○ 日本 で は,む しろ反対 に 増 加 す る傾 向 さえ あ る。(411・39)

1SJOこ の よ うな事1馬 官 一マ 字 で 書 く西 洋 人 の場 合 に は もち ろ ん,同 じ

漢 字 を 使 っ て い る 中 国人 の場 合 に 韮 起 こ らな い こ とだ,(3・ 王質 ・

U17)

○ 新 聞 を読 む 暇 杢2しな い よ 。(3・124・6)

○ ええ,死 ん だ入 盆 あ っ た そ うで す か らね 。(3・12串8)
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FS工

3-1-4

1CJ

ISJ

FS工

3-1-5

WK

ISJ

3-2-1

WK

ISJ

3-2-2

WK

O

O

○

O

O

O

O

「さえ」 の用法 ② の用例

Q駅 か ら二時間 もあれば十分往 復できるよ うです か ら。天 気堂孟 よか

った ら行 ってみ ませ んか。(419・16)

0仕 事 さえちゃんとすればいいんだか ら,一 概 に どっちがいい とも悪

い とも決 め られ ないだろう。(6・ユ63・SIO)

○ 仕事 さえ早 くすれ ばいいんです。(6・293・5)

O数 さえ正 しければいいんです。(6・Z93・6)

O軍 備 さえ持 たなけれ ぱ,攻 撃 されるこ ともない とい う考え なん です

よ。(423・4)

O条 約 を結 び さえすればいい とい う問題 じゃな いんですか ら_(426・

15)

「さえ」 の用 法 ③ の用例

○ 娘 は,し だいに門の外の青年か ら離れ て い くの を感 じていた。 い

や,門 の外 とい うものが,い ったい存在す るか ど うかさえ疑 わ しい

よ うな気持 ちに さえなってきた。(46・5)

O一 方 トランジスター ラジオが実用化 され て以来,ラ ジオの数 もふえ

続 け,な がら族 とい う人種 さえ現 われた.(4・163・U6)

O中 には,ラ ジオ を聞 き,テ レビを見 なが ら宿題 もする とい うま るで

聖徳 太子 のよ うな子洪 さえいる とい う。(4・163・U8)

「参 ります」 の丁重語用法の用 例

○ さらにもっとも普通の名前 の代表 と して"じ ろ う"を 選 び,こ れ

が阿部 に くみあわ さった と仮定 した とき,二 朗 二 郎 次亮 次朗

次郎 治郎 とい う名前がでてまい ります。(51・2)

O学 生運動 とい うものが世界的になってまい りま した。(2・71・9〉

○ 聖徳太子 じゃございませんか ら,一 度 にい ろいろの音 を聞いてわ か

る とい うわけにはまい りません ものね・(6・30ル5)

「お 夢ます」 の丁重語用法の用 例

Oこ とばでないことぱの役 目を果た してお ります。(9・4)

え え,日 本 人 で さえ 困 る こ とが あ り ます か らね 。(3・124・10)

休 ん だ 事 が な い ど こ ろか,遅 刻 した 事 さ えな い のだ か ら,み ん な が

感 心 した と して も当然 だ ろ うに,誰 も感 心 し よ う と は し な い 。(8・

61・U12〉

ど う読 む か さえ 分 か らな い。(8・66・10)

ど う言 うか さえ も分 か らな い。(8・66・12)

休 ん だ 事 が な い ど こ ろか,遅 刻 した 事 杢旦 な い の だか ら 、.,(8・70・2)

「コ トと も音 が しな い」 は ,=ト と い う小 さ な音 さえ しな い とい う

意 味 で 周 囲 の 静 か さ を表 す の に使 う。(9・M5・7)

自衛 隊 さ え憲 法 違 反 だっ.て言 う人 が い る んで す か ら。(425・14)
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○(彼 女ハ)優 しい女性 の役 を演 じるこ とになってお 吟,い ま,そ の け

いこに余念 がない。(7玉15)

ISJO先 程 も申 しま したように,あ ちこちの大学 で学生運動 が起 こ9,ほ

とん ど授業 が出来 ない ような状態 になってお ります。(7・36・10)

○ そ れは もう,と て も便利 に出来てお ります。(9・工25・2)

FSIO今 度 の不況 は予想以上 に長 引いてお り,業 界 によっては,減 産 に踏

み切 った所 もあるようですp(44重44)

3-3一 王 「文章型」 の 「もちろん」の用例

WKOも ちろん,現 在の正式 の国旗 は,丸 の四角 に一定 の大 き さのプロポ

ーシ ョンを定 めてい る。 しか し,そ れは決 して絶対的 な もので はな

く,要 す るに,あ の赤 い文がい かに鴛 明1こ見えるか とい う工夫 にす

ぎない。(58・6)

○ もちろ砺 木偏 に 「黄」は,樹 木の名 を示す漢字ではない。それ は,

横浜 の 「横」 とい う字 であるQし か し,前 に木偏 の漢宇 をい くっ か

並べておいて,樹 木 の名 ばか り考え させてお くと,相 手 を うまく落

としこむ ことが案外 にゃ さしい。(63・三7〉

○ もちろん,い っかは独立 して一人前 になるこ とが の ぞ ま れ てい る

が,そ の時が来 るまで は,子 どもと して の制 限の中 に暮 らさな けれ

ばな らな)、。(77・07)

○ もち ろん,き び しく叱 られた り罰せ られ た 堕す る。 そのきび しさ

は,今 日の 目本 の家庭のそれ よりも,よ ほどきび しい。 しか し,ル

ールに触 れない限 りではほ とん ど干 渉 されない し,む しろ,日 本 の

子供 に くらべてず っと自由な ところがあ る。(78・05)

ICJO例 を ヨーロッパに とってみ て も,世 界史 的な視 野か らその歴史 の全

体像 を観 るこ とも勿論可能 だが,い ず れかの民族 に属 する人々 に と

って は,そ れ以上 に,自 分 たちの民族 の興亡 の歴史 どして興味 がそ

そ られ るので はないだろ うか,(408・24)

Oも ちろんr般 民衆 が忠実 にこの戒 めを守 った とは考 えがたいが,少

な くとも肉食 の習慣 を精神的 に圧 迫す る こ とに なった事 実は否 定

で きない。(騒 シ32)

Oも ちろん,世 界中 どこの国で も農村 か ら都市への人 口流入は あ る。

(中略)た だ 日本 と違 うのは,欧 米の場合,機 械化 が進 んだた め失 業

した人 な どが一家 を挙げて移住す るこ とが多い とい うことである。

(413・08)

FSIOも ちろん現状維持 だけではい けない と思 います よ。 しかし,こ れ は

世界共逓 の減少 のようです。(413・9)

3-3-2r文 章型」 の 「た しかに」の用例

WKO日 本 には世 界 じφうの 味が 集ま って いる ではないか とい う反論 は
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当然 あるだろ う。 しかし,の ちほ ど別 の章 で述 ぺ るよ うに,た しか

に料理 の種類 は多いGし か し,味 のほ うは 目本 人向 き とい う,単 一

化 したものに変化 してしま っているのであ る。(89・11)

FSIOた しかにそ れが理想 的ですが,実 際 には,大 部分が財界や労働組合

か ら出ています ね。 〔411・22)
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